
心のおもむくままに心のおもむくままに
先
日
の
健
康
大
学
講

座
で
心
に
響
い
た
こ
と

で
す
。

終
末
期
の
延
命
治
療

の
判
断
は
、
家
族
の
総

意
で
決
め
る
こ
と
。
ま

た
家
で
看
取
り
を
す
る

時
は
、
十
分
に
医
師
と

相
談
し
、
対
策
を
立
て

て
お
く
こ
と
。
救
急
車

は
到
着
時
に
亡
く
な
っ
て
い

る
と
、
病
院
に
運
ん
で
く
れ

な
い
と
の
こ
と
。

と
に
か
く
、
禁
煙
・
酒
は

一
日
一
合
・
適
度
の
運
動
・
変

だ
な
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
専
門

医
に
か
か
る
。
ス
ト
レ
ス
無

く
し
て
、
健
康
寿
命
百
歳
を

目
指
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

と
人
に
言
う
私
に
は
耳
が
痛

い
。
ま
あ
ぼ
ち
ぼ
ち
頑
張
り

ま
す
。

播磨町民生委員児童委員協議会播磨町民生委員児童委員協議会

マークの意味
　マークの図柄は昭和３５年（1960）
に公募して選ばれたものです。幸
せのめばえを示す四つ葉のクロー
バーをバックに、民生委員の「み」
の文字と児童委員を示す双葉を組
み合わせ、平和のシンボルの鳩を
型取って、愛情と奉仕を表してい
ます。
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29号
（2018. 2. 1）

編
集
後
記

町
民
の
皆
様
に
は
、
昨
年
は
諸
行
事
は
も
と
よ
り
悉
皆
調
査
に
と
、
何
か
と
大
変
お
世
話
に
な
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
昨
年
同
様
ご
協
力
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
天
候
不
順
か
ら
の
風
水
害
に
よ
る
災
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
全
国
の
皆
様
に
御
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
私
ど
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
も
就
任
し
て
早
一
年
が
過
ぎ
、
様
変
わ
り
す
る
福
祉
の
世
界
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
制
度
の
研
修
や
施
設
の
研
修
に
と
日
々
精
進
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
は
、必
ず
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
お
り
ま
す
。
様
々
な
福
祉
の
悩
み
、

問
題
が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
住
み
よ
い
社
会
・
地
域
・
家
庭
の
構
築
に
努
め
る

べ
く
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
皆
様
と
共
に
、
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
一
年
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

播
磨
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会　

長   　

亀
　
田
　
龍
　
昇

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
民
生
委
員
連
合
会
長
表
彰
を

稲
谷
勝
さ
ん・藤
井
幸
代
さ
ん
が
受
賞

稲
谷
勝
さ
ん
（
宮
山
・
鹿
の
川
）
藤
井
幸
代
さ
ん
（
駅
西
）
は
、

播
磨
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
永
年
の
功
績
を
称
え
て
、

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
で
済
世
顧
問
制
度
が
創

設
さ
れ
る

大
阪
府
で
方
面
委
員
制
度
が
始

ま
る

方
面
委
員
制
度
と
し
て
法
制
化

さ
れ
る

方
面
委
員
が
民
生
委
員
と
改
称

さ
れ
る

児
童
福
祉
法
が
公
布
さ
れ
、
民

生
委
員
が
児
童
委
員
を
兼
任
す

る民
生
委
員
法
が
公
布
さ
れ
、
今

日
に
至
る
制
度
の
基
本
が
明
確

化
さ
れ
る

児
童
委
員
活
動
を
専
門
的
に
担

う
主
任
児
童
委
員
制
度
が
誕
生

す
る

民
生
委
員
制
度
創
設
一
〇
〇
年

を
迎
え
る

児
童
委
員
制
度
創
設
70
年
を
迎

え
る

・
一
九
一
七（
大
６
）年

・
一
九
一
八（
大
７
）年

・
一
九
三
六（
昭
11
）年

・
一
九
四
六（
昭
21
）年

・
一
九
四
七（
昭
22
）年

・
一
九
四
八（
昭
23
）年

・
一
九
九
四（
平
６
）年

・
二
〇
一
七（
平
29
）年

◎
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
町
の
福
祉
を

担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

◎
身
近
な
相
談
相
手
、
見
守
り
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

・
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

・
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て

・
地
域
で
の
孤
立
を
な
く
す
た
め
に

・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

稲
美
町
で
行
わ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
堅
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
支
援
部
長
か
ら

「
民
生
・
児
童
委
員
と
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
題
し
た
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。
次
に
、
参
加
者
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
２
つ
の
事
例
に
も
と
づ
き
「
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
？
」
と
討
議
し
、
全
体
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

講
師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
に
立
つ
こ
と
が
多
い
実
り
あ

る
研
修
で
し
た
。

■ 
中
堅
研
修
会
に
参
加
し
て

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す

▼
28
号
の
委
員
の
紹
介
で
村
津
か
く
み
さ
ん
の
担
当

地
区
で
「
本
荘
西
」
と
あ
る
の
は
「
本
荘
東
」
の
誤
り

で
し
た
。
確
認
が
不
十
分
で
し
た
。

持ってて安心
「あんしんキーホルダー」

民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら

れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29
年
、
制
度
創
設
一
〇
〇

年
を
迎
え
た
長
い
歴
史
の
あ
る
制
度
で
す
。

〈
民
生
委
員
制
度
の
移
り
変
わ
り
〉

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

私
た
ち
民
生
委
員・児
童
委
員
は

一人で外出することに不安のある方の、
外出時の安心・安全確保ために 

【対象者】 
●認知症の症状のある方
●一人の外出に不安のある65歳以上の方
●障がい等により一人の外出に不安の方  

【お問い合わせ】 
播磨町役場福祉グループ 
Tel  079-435-2361 

いち早く、ご
家族の方に連絡できる 

民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
年
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播
磨
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
は
、
障
が
い
者
部
会
、
高
齢
者
部
会
、
児
童
母
子
部
会
の
３
部
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
研
修
や
日
々
の
経
験
を
通
し
て
得
た
知
識
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
部
会
は
「
淡
路
ふ
く
ろ
う
の
郷
」
に
研

修
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
お
も
に
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
洲
本
市
内
北
部
の
緑
豊
か
な
環

境
の
地
に
、
２
０
０
６
年
多
く
の
方
々
の
募
金
な
ど
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
１
ユ
ニ
ッ
ト
10
人
で
全
６
ユ

ニ
ッ
ト
、
部
屋
は
す
べ
て
個
室
で
60
人
の
方
々
が
生
活
さ

れ
て
い
ま
す
。

入
所
の
方
の
こ
れ
ま
で
の

体
験
談
を
、
ス
タ
ッ
フ
の
手

話
通
訳
を
通
し
て
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
を

聞
い
て
思
う
だ
け
で
は
な

く
、
周
り
の
人
・
子
ど
も
た

ち
に
も
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
弱
い
人
を
思
い
や
り
、
手

を
さ
し
の
べ
る
よ
う
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
入
所
者
が

作
ら
れ
た
立
派
な
作
品
を
見

せ
て
い
た
だ
き
感
動
し
ま
し

た
。

高
齢
者
部
会
は
、
高
齢

者
福
祉
施
設
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
・
グ
ラ
ン
デ
明
石
」
に
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
施
設
は
３
棟

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

本
館
は
要
介
護
３
の
方
か
ら

入
所
で
き
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
す
。
１
階
で
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
階
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
あ
り
地
域
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
館
は
本
館
と
違
い
ユ
ニ
ッ
ト
形
式
で
、
す
べ
て
個
室

で
広
々
と
し
た
お
風
呂
、
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
た
。

ブ
リ
ラ
ン
テ
明
石
は
、
明
石
市
在
住
の
方
だ
け
が
入
所

で
き
る
地
域
密
着
型
の
認
知

症
対
応
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
す
。
料
理
を
作
れ
る
方
、

洗
濯
が
で
き
る
方
な
ど
役
割

を
担
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
各
部

屋
に
は
、
番
地
が
あ
り
自
分

の
家
で
生
活
し
て
い
る
よ
う

な
雰
囲
気
で
す
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

児
童
母
子
部
会
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
広
畑
学

園
に
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

初
め
に
聞
い
た
園
長
先
生
の
お
話
は

・
施
設
に
は
70
年
の
歴
史
が
あ
る

・
夢
を
持
て
る
子
、
生
き
る
力
を
持
て
る
子
に
育
て
た
い

・
幼
児
か
ら
高
校
卒
業
時
ま
で
生
活
で
き
る

と
い
う
内
容
で
、
子
ど
も
た
ち
に
深
い
愛
情
を
注
が
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

建
物
は
幼
児
・
小
学
生
棟

と
中
学
生
棟
、
高
校
生
棟
に

分
か
れ
て
い
て
、
中
学
生
と

高
校
生
は
自
分
た
ち
で
洗
濯

も
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
掃
除
が
行
き
届
い
て
い

て
全
体
的
に
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

最
近
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
の
為
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

や
作
業
所
も
で
き
て
い
て
、

土
壌
改
良
剤
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
人
気
も
高
く
生
産
性

の
あ
る
試
み
だ
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。

よ
り
よ
い
活
動
に
向
け
て

キャンペーン出発！ 願い事をツリーに 

ティッシュをどうぞ 風車づくり 

児童虐待かと思ったらすぐにお電話を!  全国共通ダイヤル 

スイトピーのみなさんＧＵＴＳ 太鼓

みんなでフォークダンス 民生委員木曜会：合唱団 園生：合唱「ありがとう」

児
童
虐
待
! !

許
し
て
は
な
ら
な
い

い
ち
は
や
く

　
　
知
ら
せ
る
勇
気

　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
声

児
童
虐
待
相
談

最
多
12 
万
件

ゆ
う
あ
い
園
と
の
交
流
会

大中遺跡まつりで実施 

981
くはやいち

児童相談所
全国共通

歌ったり、踊ったり、笑ったり楽しい時間をすごしました。
園生の歌った「ありがとう」は、園生の声を集めたいろいろな人への
感謝の思いを歌っていて、心温まるものでした。 


